　「The Mystery of Princess Talara」訳本

　「The Mystery of Princess Talara, Part I」

　「Talara姫の謎」第一部
　著者：Mera Llykith
　時は第三紀４０５年、所はBretonのCamlorn王国の建国千年紀を祝する祝典のことである。あらゆる広い大通りにも狭い小道にも金と紫の旗が幾つも鈴なりに吊るされており、あるものは簡素であり、あるものは王家の紋章が、あるいは国王に忠誠を誓う様々な公国や公爵領の紋章が印されたものである。大きな広場でも小さな広場でも音楽隊は演奏しており、どの通りの角でも異国情緒を漂わせる見慣れない大道芸人たちが溢れている。Redguardの蛇使い、Khajiitの軽業師、本当の魔力を持ち合わせる魔術師。その魔術師の大半はペテン師だろうけれど、その鮮やかな手管は本物と同じように感銘を与えるものである。
　Camlornの男性市民の注目を一身に集めるものは〈美の行進〉〔March of Beauty〕である。一千人もの麗しい妙齢の女性たちが、情欲を駆り立てる煌びやかな衣装に身を包んで、Sethiete神殿から王宮までの長く広いメイン・ストリートを踊りながら練り歩くのである。男たちは、お互いを押し退けて首を伸ばしては、お気に入りの娘を探し当てる。彼女たちの誰もが売春婦であり、その〈美の行進〉と夜に催される〈華の祭典〉〔Flower Festival〕の後では“さらに親密な仕事”に従事することになるのは、秘密でも何でもないのである。
　Gynaは、絹の切れ端そして花びらの散らされた亜麻色の巻毛によって辛うじて覆われた、その長身と女性らしい曲線美の姿でもって数多の男たちから視線を集めていた。彼女は二十代の後半で、売春婦の中でも最若手とはいかないけれど、しかし人気の的になっている内の一人であるのは確実だ。その物腰から、そうして色っぽい流し目を呉れる仕草が板に着いているのは明らかである。しかし、陽に照らし出された街並を眺める彼女の様子は、決して飽き飽きしているというものではなかった。彼女が家を構える、むさ苦しいDaggerfall地区に比べれば、この祝典に湧き立つCamlornの街は、まったくもって夢のようである。しかし、同時に胸中を支配しているものは、見るもの全てに覚える強い親しみの念であった。ここには今まで一度も訪れたことは無いにも関わらず、である。
　国王の娘であるJyllia嬢が馬に乗って宮殿の門から出て来ると、すぐに彼女は自分の不運を呪うことになった。〈美の行進〉のことを完全に失念していたのである。メイン・ストリートの人々は混乱して立ち止まってしまった。〈行進〉が過ぎ去るのを、数時間は待たねばならないだろう。Jylliaは、老乳母のRamkeに、街の南に在る彼女の家を訪ねると約束していたのである。そして、一瞬だけ街路図を思い描くと、メイン・ストリートと〈行進〉を避けるように近道を取ることにした。
　走り出してから数分間は「賢い選択だわ」と思っていたものの、狭く曲がりくねった小道をウネウネと進んで行く内に、間も無く、祝典のための一時こしらえの建物――テントやら劇場やらに出くわして、また新しく道を選ばなければならなくなった。そして、あっという間に、今までの一生――五年間を除いて――を暮らしてきた、この街で彼女は迷子になってしまったのである。
　その横町から見渡すと、〈美の行進〉に湧き立つメイン・ストリートが視界に入った。それが最後尾であることを祈りながら、もう迷子にならないように、Jyllia嬢は馬を祝典の方に向ける。しかし、その横町の入口に居た蛇使いが目に入っていなかったものだから、その彼のペットがシャーと鳴きながら頭部を膨らませると、そこに走り寄って来ていたJyllia嬢の馬は恐慌して立ち上がってしまったのである。
　行進に加わっていた女たちは、その光景を見るやハッと息を飲んで散り去ったが、しかし、すぐにJyllia嬢は馬を宥め終えた。自分の仕出かした失態に、彼女は赤面してしまっている。
　「ごめんさない、淑女の皆さん」軍式の敬礼を真似ながらJyllia嬢は声を掛ける。
　「いえいえ、お嬢様」絹を身に纏った金髪の女が答える。「すぐに道を空けましょう」
　〈行進〉が傍を通り過ぎて行くのを、じっとJyllia嬢は眺めていた。その、まるで鏡に映った自分の姿であるかのような商売女を見つめながら。歳、背丈、髪型、眼、そしてスタイルまで、ほとんどソックリ同じであるような女を。こちらを振り向いた彼女もまた、Jyllia嬢と同じように考えているらしかった。
　そう、それがGynaである。ときどきDaggerfallに足を運んでいた老いた魔女たちが、やはり時々ドッペルゲンガーという亡霊の話を語って聞かせてくれたものである。それは、犠牲者と見分けの付かない外見で姿を現すと、その逃れられない死を宣告するものであるという。だが、この体験にGynaは怯まなかった。何故なら、この異郷の街の、奇妙にも懐かしい光景の一つに過ぎないように思われたからである。だから、〈行進〉が踊りながら宮殿の門前へと着く前に、その遭遇をほとんど忘れてしまっていた程であるのだ。
　売春婦たちが中庭に雪崩れ込むと、国王その人がバルコニーに姿を現して挨拶を送ってみせる。その傍には、護衛隊長である一人の戦闘魔術師が彼から目を離さずに控えている。国王は美形の中年であるが、それ程ではない。しかし、Gynaは畏敬の念を込めて彼を見やっていた。「まるで夢みたい」そう、彼女は夢の中で彼に会ったことが在るのだ。もっとも、こうして頭上たかくに居るのではなくて、彼女に跪いてキスを呉れたものであるけれど。そうして以前に彼女の受けたキスは、それは情欲に溢れるものではなくて、ささやかな愛情による恭しいものであったのだ。
　「親愛なる淑女の皆さん。あなた方は、その美しさでもってCamlornの首都の広い街並を埋め尽くしてしまいました」そう国王は大声を張り上げて、集まった人々の忍び笑いやざわめきを消してみせた。彼は誇らしげに微笑んでいる。と、彼とGynaの視線がぶつかる、その彼の瞳は動きを止めて動揺の色を滲ませる。王妃が取り入って彼に演説を促すまで、二人は永遠に互いを捕え続けているかに思われたのであった。
　その後で、他の売春婦たちの誰もが夜用の衣装に着がえるために各々のテントへと引き上げていく最中に、一人の年増の商売女がGynaのところに歩み寄って来た。「お前さんを見つめる王様のあの顔、見たろう？　うまく立ち回りゃ、この祭りが終わる頃には、お前さん、新しい側室の仲間入りだよ」
「今まで“腹ペコ”の連中を見てきたけどね、あの王様のは、そういうのじゃなかったわよ」Gynaは笑ってみせる。「きっと、馬で私達を轢きそうになった、あのお嬢さんに私が似ているなぁ、って思っていたのよ。たぶん彼の親戚で、それで、彼女が売女の格好をして〈美の行進〉に参加してるって思い込んだのね。すごいスキャンダルじゃない？」
　二人がテントに戻って来ると、がっしりとした体躯を着飾った、禿頭で威厳の在る堂々とした風采の青年から挨拶を投げ掛けられた。その自己紹介によれば、彼は皇帝その人からの大使を務めるStrale公爵であり、彼女たちのパトロンの元締であるらしい。Camlornと国王へのプレゼントとして、皇帝に代わって、彼女たちを雇い入れたのがStraleであったのだ。
　「〈美の行進〉は、今夜の〈華の祭典〉の前座に過ぎませんよ」あの国王とは違って、彼には声を張り上げる必要は無い。生まれつき、声量は大きくて発音は明瞭であるからだ。「ここで私が使うことになった何やかやの莫大な経費に見合うように、あなた方の一人一人が上手く立ち回るよう、お願いしたいものですな。さぁ、急いで下さい。陽の落ちる前に、衣装を着込んでCavilstyr Rockに行っていなければなりませんから」
　その大使の心配する必要は無かった。だらしない女性と違って、プロである彼女たちの誰もが、時間を使わずに衣装を着たり脱いだりするプロでもあるのだ。Straleの下男であるGnorboothが手伝いを申し出たが、その必要はほとんど無いことに彼は気づかされた。そのコスチュームは飾り気の無いもので、頭を出すための穴が開いた柔らかな細いシーツである。ベルトさえも必要ではなく、そのガウンは彼女たちの剥き出しの手足を両側から曝け出すものであるのだ。
　そういう訳で、太陽の没する遥か前から、踊り子に姿を変えた売春婦たちは、すっかりCavilstyr Rockに集っていたのである。その海に面した絶景の広い岬が〈華の祭典〉の開催地であり、まだ火の点されていない松明の連なる大きな一個の輪と、封のされた幾つかのバスケットが用意されている。早くに足を運んだ彼女たちと同じように、観衆の群れも既に到着していた。その輪の中心に女たちは集まると、時が来るのを待った。
　群集が膨れ上がっていくのを眺めていたGynaは、そうして遣ってくる人々の中に一人の女性を見つけた時にも驚かなかった。彼女は、とても歳を取った、その白髪を非常に短く刈り込んである別の女性と手を取り合ってGynaの方に近づいてきた。その老齢の女性は、沖合の島を指さしたりと気もソゾロである。対して、金髪の女性の方は、「何と言ったら良いものかしら」と緊張している様子である。この手の不安を抱えた客の扱いに慣れているGynaは、まず次のように切り出した。
　「また、お会いしましたね、奥様。私はDaggerfallのGynaです」

　「私のこと、許してもらえれば嬉しいのだけど。あの馬のこと、あなた達が売春婦だからって、悪気が在った訳ではないのよ」いくらか安心したように、その淑女は笑ってみせる。「私はLady Jyllia Raze、国王の娘です〔“Lady”は貴族に対する敬称である〕」
　「王様の娘だったら、みんな姫と呼ばれるものだと、いつも思っていたわ」Gynaは微笑んでみせる。
　「このCamlornでは、そう呼ばれるのは王位を継ぐ娘だけです。父の寵愛している新しい妻の子供で、私よりも年下の弟が居ますから」そう答えるJyllia嬢は眩暈を覚えてしまった。こんな市井の売春婦に王族内の政治をひどく親密に喋るだなんて、狂気の沙汰だからだ。「それより、とても不思議な話をしても良いかしら？　Talara姫について、あなた聞いたことが在って？」
　Gynaは少しだけ考えてから、「どうしてだろう？　その名前、妙に懐かしいのよね」
　「私にも分からないけど。でも、あなたなら、その名前にピンと来るだろうって、ちょうど思っていたところなの」Jyllia嬢は溜息を吐く。「今までにCamlornに居らしたことは？」
　「在るとしたら、うんと小さい頃のことね」そう答えたGynaは、不意に、今度は自分が正直になる番であることを感じた。Jyllia嬢の親しげで愛想の良い物腰が彼女の琴線に触れたのだ。「本当を言えばね、九歳か十歳よりも前の子供の頃のことは、ぜんぜん覚えていないのよ。まだ小さかった女の子の時に、この街で両親――誰だか知らないけど――と一緒に暮らしていたのよ、きっと。そうだったと思うわ。この辺のこと今まで思い出したりなんかしなかったけど、でも、見るもの全て、街並も、あなたも、王様その人も、何もかも……遠い昔に、ここに住んでいたみたいなのよ」
　Jyllia嬢はハッと息を飲んで後ずさる。そして、海の方を見やって何事か呟いていた、その老婆の手を取る。老女はJyllia嬢を見て、驚いて、それからGynaの方を向く。その老いて半ば盲となった瞳に理解の色が煌めいて、彼女は驚嘆の呟きを漏らしてみせる。Gynaの方も跳び上がってしまった。あの王様が、ほとんど忘れ去っていた夢から飛び出してきた住人だとすると、この老婆にも彼女は見覚えが在るのだ。夢の中の老婆は、守護霊のように、明瞭でありながら覚ろげな存在であった。
　「ごめんなさい」Jyllia嬢は口ごもる。「こちらは、私の子供の頃からの乳母、Ramkeです」
　「あなた様は！」興奮した目つきでもって老婆は叫ぶ。両腕を広げて前に駆けていこうとするが、Jylliaに引き戻されてしまう。奇妙にもGynaは自分の裸同然であることが意識されて、ローブを持ち出して肌を覆った。
　「いいえ、違うのよ」きつく老婆を抱き締めながら、Jyllia嬢はRamkeに囁いてみせる。「Talara姫は亡くなったの、あなたも知っての通りに。ここに連れて来るべきでは無かったわ。さぁ、お家に帰りましょうね」彼女はGynaに向き直る。その瞳には、涙が湛えられている。「Camlornの王族は、二十年前に、その全員が暗殺されてしまいました。そして、私の父であり、国王の弟であるOloine公爵が、その王冠を継いだのです。色々と煩わせてしまって、すみませんでした。それでは、お休みなさいませ」
　それから群集の中へと消えていくJyllia嬢と老乳母の後姿をGynaは見つめていたけれど、そうして聞き及んだ情報の全てに想いを巡らしている時間は、ほとんど彼女には残されていなかった。太陽は沈んで、〈華の祭典〉が始まったのである。腰布と仮面だけを着けた十二人の若者が闇から躍り出ると、並んだ松明に火を点していく。そうして炎の燃え立った瞬間、Gynaと残りの踊り子たちの誰もが、バスケットのところに駆け寄って、そこから両手に一杯の花々とツタを取り出す。
　まず、女たちは互いに組となって踊りながら、風の中に花びらを散らしていく。それから、音楽が一層の高まりを見せるなか、その踊りの中へと周囲の人々も入っていく。それは、狂気じみた美しいカオスである。まるで野生の森ニンフのように、Gynaは夢中で飛び跳ね回る。そして、出し抜けに、荒々しい手つきでもって自分の背中が掴まれて背後から突き飛ばされるのを彼女は感じた。
　何が何やら分からない内に、彼女は宙を落下していた。理解が追い付いた瞬間には、百フィートもの高さの絶壁の、その頂上よりも底に近かった。バタつかせた彼女の両手は、幸運にも絶壁を捉える。指は岩々を掻き探って体には幾つもの擦り傷が生まれるけれど、ついに引っかかりを探り当てると、そこに掴まる。一瞬、そこに身を預けて大きく息を吸い込む。そして、絶叫を始めた。
　しかし、頭上で響き渡る音楽と祭りの歓声は、あまりにも騒がしい。他の誰にも声は届かないばかりか、ほとんど彼女自身にも聞こえない程なのである。眼下では、荒波が砕けている。もしも落ちようものなら、その彼女の骨は残らず折れてしまうことだろう。彼女は両目を瞑る、そしてヴィジョンが訪れた。一人の男が眼下に立っている、深い知恵と慈悲を湛えた国王が彼女を見上げて微笑んでいる。金髪でイタズラ好きの、Gynaの従姉妹で無二の親友である幼い少女が、その彼女の横の岩にしがみ付いている。
　「飛び降りるコツは、体の力を抜いておくことよ。それで、運が良ければ、怪我しないで済むから」その少女の言葉に頷きながら、彼女が誰であるのかをGynaは思い出していた。八年の暗闇が晴れ上がった。
　Gynaは手を離す、そして、自身を水に舞い落ちる木の葉とした。
　「The Mystery of Princess Talara, Part Ⅱ」

　「Talara姫の謎」第二部

　著者：Mera Llykith
　感覚は失せていた、暗闇が彼女の肉体も精神も包んでいた。両脚には痛みが走っており、冷たい波が体中を洗っているのを在り在りと感じられる。目を開けると、自分が溺れているのに気づいた。
　左脚は完全に動かせない。けれど、自由になる右脚と両手でもって、天上の二つの月に向かって自分の体を引き上げていく。彼女を引き戻そうとする渦まく潮流の抵抗は強い。しかし、ついに海面を突き破って冷たい夜気を肺腑に送り込めた。Camlorn王国の首都を縁どる岩がちな海岸線からは、まだ遠くない。だが、彼女が落下した地点であるCavilstyr Rockからは、かなり流されてしまったようだ。
　落ちたんじゃないわ、と彼女は自分の考えを正してみせる。突き落とされたのよ。
　海流は更に遠くまでGynaを運んでいくが、彼女は、そうして漂っていくのに任せている。その傍では、険しい絶壁が海面の近くまで低く傾斜している。見上げれば、海岸ぞいに建つ一軒の大きな屋敷のシルエットがボンヤリと浮かび上がっている。そこに近づくに連れて、その屋敷の煙突から昇り立つ煙と中でチラチラと輝く火影が見て取れる。脚の痛みは酷いものであるが、それにも増して海水の冷たさが骨身に応える。暖炉の暖かな炎を思い浮かべることだけが、ふたたび泳ぎ始めなくてはならないことを動機づける一切であった。
　海から上がるために立ち上がろうとして、しかし、それが不可能であることに気づいた。砂と岩の上を這い進んでいこうとする、その彼女の涙が海水に混じる。〈華の祭典〉の衣装であった簡素な白のシーツは、ボロきれとなって鉛のような重さで彼女の背中に纏わり付いている。
　体力の限界を越えて前のめりに倒れ伏すと、彼女は喘ぎながら言葉を漏らし始めた。
　「お願い！」彼女は叫ぶ。「この声が聞こえたなら、誰か助けて！」
　すぐに、屋敷のドアが開いて、一人の女性が歩み出てきた。Ramke、〈華の祭典〉で出会った、あの老婆であった。じっとGynaを見すえているかと思うと、彼女が誰であるのか自分でも分からない内に叫びを上げる。「あなた様は！」しかし、その様子とは対照的に、いざGynaの下まで来ると、その老婆の瞳からは理解の色はスッカリ消え失せている。
　「Sethieteに誓って！　あなた、怪我しているのね？」Ramkeは囁くと、自分を支えにしてGynaを助け起こす。「このガウン、今までに見たこと在るわ。あなた、今夜の〈華の祭典〉の踊り子だったでしょう？　そこに私も居たもの、王様の娘で在らせられるJyllia Raze様と一緒にね」
　「ええ、彼女が紹介してくれたわ」苦痛に呻きながら、「DaggerfallのGynaって呼んでくれるかしら？」
　「もちろんだとも。どういう訳か、あなたには懐かしさを覚えるのよね」老婆は可笑しそうに笑ってみせると、ピョンピョンと飛び跳ねながら、砂浜を横切って正面玄関までGynaを導いてきた。「前みたいには、物覚えは良くないけどね。さぁ、暖を取って脚を見せて御覧なさい」
　Gynaを暖炉の傍に座らせると、濡れそぼったボロきれを剥いで、彼女を毛布で包み込む。冷たい海水によりかじかんだ四肢が感覚を取り戻し始めると、無慈悲にも、彼女は痛ましい脚の苦痛の中に捨て去られた。それまで、Gynaは、その患部を敢えて見ないようにしていたのだ。そうして見た時には、その深い切傷、そして、丸々と腫れ上がり魚の腹のように白くなった様子に、吐気が込み上げてくるのを感じたものである。濃い赤色の動脈血が泡だっており、それは飛び散って床に幾筋もの流れを形づくっている。
「まぁ、何てこと」暖炉のところに戻ってきた老婆は言う。「きっと、何かで刺してしまったに違いないね。あなたは運が良いわよ、まだ、治癒魔法は少しばかり覚えているからね」
　Ramkeは床に座り込むと、その両脚の傷へと自分の両手を押し当てる。炎のような痛みを覚えていたGynaは、その患部を何か冷たいものが優しく挟み込んでチクリと刺すのを感じた。目線を下げると、Ramkeが、そのシワだらけの両手をユックリと擦り合わせている。その両手が近づいてくると、見る見る内に傷は癒え始めて、綻んだ肉は閉じられ痛みは引いていく。
　「まぁ！」Gynaは嘆息してみせる。「あなたは命の恩人よ」
　「それだけじゃないよ。その綺麗な脚に、醜い傷跡を残さなくて済んだのだからね」Ramkeはクスクスと笑う。「Jyllia様が小さかった時には、この魔法を何度も使わなくちゃならなかったものよ。知っての通り、私は、あの方の乳母だったのよ」
　「ええ」Gynaは微笑んでみせる。「でも、それも、うんと昔のことでしょう？　まだ覚えていたのね」
　「あら。あなたみたいな若い子が何か習いものをする時にはね、それが治癒魔法でも、いつだって沢山の勉強と失敗を繰り返すものよ。でもね、いったん私みたいな年寄りになってしまえば、もう何かを覚えておくなんていう必要は無くなるものなの。あなたも分かるでしょう？　思えば、今まで、この魔法を一千回も唱えてきたでしょうよ。小さかった頃のJyllia様とTalara姫様は、いつも切傷と打身を拵えてきたものだからね。いつでも宮殿の至るところをよじ登って居らしたけど、どうやっていたものだか、ちょっとした謎だわね」
　Gynaは溜息を吐く。「Jyllia様のこと、本当に愛していたのね」
　「今でも」Ramkeは頬を弛める。「でも、今となっては、あの方もスッカリと大人になられて、色んなことが変わってしまったわ。ねぇ、びしょ濡れで海から上がってきたものだから気づかなかったけど、あなた、お嬢様に瓜二つね。〈祭典〉で会った時に、このことは、もう話したかしら？」
　「ええ」Gynaは答える。「正確に言えば、私はTalara姫に似ているって、あなたは思っていたようだけど」
　「そう、あなたが生きて戻られたTalara姫様なら、こんなに素敵なことは無いでしょうにね」老婆は溜息を吐いてみせる。「聞いての通り、以前の王族は殺されて、ついに姫様の亡骸は見つからなかったけど、誰もが彼女の死を信じていたものよ。でもね、結局のところ、本当の犠牲者はJyllia様だったと思うわ。その小さな心臓は張り裂けて、しばらくの間は、心も同じ調子だったようなの」
　「どういうこと？」Gynaは尋ねる。「何が在ったの？」
　「あなたのような見知らぬ人に話していいものか分からないけど。でも、これはCamlornではかなり有名な話だし、あなたのこと本当に他人とは思えないからね」Ramkeは良心と格闘していたけれど、ついに打ち明けることにした。「実は、Jyllia様は暗殺の現場を目撃なさっていたの。その後で、ひどく血に塗れた玉座の間で彼女を見つけた時には、Jyllia様は壊れた小さな人形のようになってしまっていたわ。喋ることも、食事を摂ることも、どうしても為さってくれなくて。あらゆる治癒魔法を試してみたわ。でも、それは、とても私の手に負えるようなものではなかったの。それから、膝が擦り切れるほど何度も祈りを捧げたものよ。それで、当時はOloine公だったJyllia様の御父上が、彼女をOloineの保養地に送って療養させることにしたの」
　「何て可哀想な子なの」Gynaは叫んでみせる。
　「時間が彼女を元通りにしてくれたわ」頷きながら、Ramkeは言葉を続ける。「でも、本当を言えば、すっかり元通りという訳ではないの。御父上が玉座に着くことになった時に、どうしてJyllia様を後継者にしなかったのか、あなた不思議に思わないかしら？　まだ彼女は完治していないと、そう考えて居らっしゃるのよ。それを私は否定したいけど、ある意味では、彼は正しいと思うわ。Jyllia様は何も覚えて居らっしゃらないの。何もかも、よ」
　「それで、あなたは」Gynaは注意深く彼女の言葉に考えを巡らす。「従姉妹のTalara姫が生きていて健やかに育っているとJyllia様が知ったら、彼女の状態は良くなると思うかしら？」
　Ramkeは物思いに沈む。「そう思うわ。でも、そうでないかも。時には、期待を持たないことが最上の方策なのよ」
　Gynaは立ち上がると、自分の脚が見た目と同様に治っていることを知った。彼女のガウンは乾いており、冷たい夜気から肌を守るようにと、Ramkeは自分の外套を差し出してくれた。ドアの傍で、Gynaは老婆の頬にキスをして感謝の言葉を述べた。この治癒魔法と外套のことだけでなくて、“今まで”の親切の全てに対する感謝である。
　屋敷に近い街道は南北に延びている。左はCamlornに戻る道、そこには、彼女だけが解決の鍵を握る秘密が横たわっている。南はDaggerfallに至る道、そこは、二十年以上も暮らしてきた彼女の故郷。そこに引き返すことも出来る。そして、路上での仕事に戻ること、それは簡単だ。数秒間、彼女は自分の選択肢を考え込むと、そして、それを選び出した。
　さして歩かない内に、帝国の紋章が打たれた、三頭立ての黒塗りの馬車、それに並走する八頭の騎乗馬が、彼女の横を通り過ぎて行った。彼らは、前方に見える森の小道を曲がる前に、不意に馬を止めた。彼女には分かった、Gnorboothと同じく、Strale公の配下の兵士たちであるのだ。馬車のドアが開いて、Strale公その人が降りてくる。皇帝からの大使であり、Gynaと他の娼婦の全員を、Camlornの宮廷を楽しませるために雇った男である。
　「君だ！」彼は唸ってみせる。「君は娼婦の一人だ、そうだな？　〈華の祭典〉で姿を消した女だ。Gyna、そうだね？」
　「いかにも、言う通りですわよ」不機嫌そうに微笑んでみせる。「ただし、わたし分かったの。自分の名前はGynaではないって」
　「そんなことは、どうでもいい」Strale公は言う。「こんな南行きの道で何をしているのだね？　Camlornに留まって王国を歓待するために、君に金を支払ったのだが」
　「私がCamlornに戻ったら、ちっとも歓待にはならないような人達が大勢いるんですもの」
　「どういうことだ？」Strale公は言う。
　そして、話を始める彼女に、彼は耳を傾けているのであった。
　「The Mystery of Princess Talara, Part Ⅲ」

　「Talara姫の謎」第三部

　著者：Mera Llykith
　馴染みにしているCamlornの酒場〈折れ枝〉亭（Breaking Branch）から外に出たところで、Gnorboothは誰かが自分の名前を呼ばわるのを耳にした。彼の名前は、他のものと聞き間違えるようなものではない。振り向くと、宮殿から足を運んでいた、Camlorn王家に仕える戦闘魔術師のEryl公が薄暗い横道から姿を現すのが目に入った。
　「御前」嬉しげな微笑を湛えてGnorboothは声を掛ける。
　「今夜、お前に会うとは驚きだな。Gnorbooth」ちっとも嬉しくなさそうな微笑を湛えてEryl公はニッコリと笑ってみせる。「あの千年祭以来、お前にも、お前の主人にも、あまり会っていなかったからな。まぁ、お前たちも何かと忙しかったのだろうよ。何をしていたのやら」
　「Camlornに於ける帝国の権益を守るというのは忙しい仕事なのですよ、御前。しかし、大使が誰と会っているかなんていう細かいことに、あなた様が興味を持たれるとは想像できませんね」

　「そうでもないさ」戦闘魔術師は答える。「とりわけ、近頃、何とも謎めいた、何とも外交官らしくないことを奴が始めているなんていう時には、な。それに、〈華の祭典〉で踊っていた娼婦を奴が自分の家に連れ込んだという話も聞いている。あれはGynaと言ったな？」
　Gnorboothは肩を竦めてみせる。「思うに、御主人様は恋の虜なのですよ、御前。そうなると、男というのは全くもって妙なことを始めるものです。きっと、あなた様が今までに聞いているような通りのことですよ」
　「飛び切りに美しい商売女だからな」Eryl公は笑ってみせる。「お前は気づいているのか？　あれが今は亡きTalara姫と瓜二つなのを」
　「生憎と、十五年ばかりCamlornに住んでいるだけですからね、御前。そのような亡き姫様の御尊顔は拝しておりません」

　「奴がポエムなんぞを綴っているとしても、もう、その手の内は読めているのだぞ。だいたい、恋の虜になっている男が、宮殿の台所でもって、老いぼれの召使たちと喋りながら何日も過ごすだろうかね？　そんなものは、私には、とろけるような情熱とは思えないね。私の乏しい経験から考えても、な」Eryl公は目をギョロギョロとさせてみせる。「それに、いま奴が取り掛かっている仕事は何なのだ？　あの村での……あー、あの村の名前は何と言ったかな？」
　「Umbington？」そう答えたGnorboothは、すぐに後悔した。彼に口を割らせる程に、Eryl公は非常に抜目の無い役者であるのだ。しかし、彼はEryl公の手抜かりを知っていた。この戦闘魔術師は、Strale公が首都を後にしていることさえも知らないでいるのである。このことを大使に知らせるために、Gnorboothは会話を切り上げなければならない。しかし、まだゲームを慎重に進める必要が在るのだ。「明日、そこに御主人様は出立なさる予定です。ちょうど、帝国の印が必要になる証書に、その印を押しているところでしょう」
　「それで終わりかね？　何とも飽き飽きするほど、お前は、つまらない男だな。奴が戻ったら、会うことにしよう」Eryl公は一礼してみせる。「とても役に立つ情報を、どうも有り難う。御機嫌よう」
　その王家つきの戦闘魔術師が角を曲がると直ぐに、Gnorboothは自宅へと駆けて行った。彼は一、二杯のエールを引っ掛けて、その酒量は過ぎるものであったけれど、Eryl公の配下に先んじてUmbingtonに辿り着かねばならないことは分かっていた。Strale公の残した轍が街道に残っていることを祈りながら、彼は首都を抜けて東の方角へと馬を速がけさせていったのである。
　白カビと酸っぱいビールの匂いが立ち込める酒場の椅子にStrale公は腰かけながら、最も秘密にしておくべき会議のために最も公然とした場所を何時でも見つけてくる、その帝国のエージェントであるBrisienna嬢の手法に彼は驚いていた。ここUmbingtonは収穫の時を迎えており、あらゆる田畑の働き手たちは、無けなしの賃金をはたいて酒を買っては、一時の喧騒に身を置いている。彼は会合場所に相応しい格好であり、つまりラフなズボンと農民用のシンプルなベストを着込んでいる。けれども、まだ自分が人目を引いているような気がしていた。連れ合いの二人の女に比べれば、確かに、彼は目立っている。彼の右に腰かける女は、在りふれた娼婦として、Daggerfallの場末の酒場に幾度も足を運んでいるものだった。彼の左に腰かけるBrisienna嬢は、明らかに、まさに水を得た魚のようである。
　「どんな名前で呼んだ方が良いかしら？」Brisienna嬢は几帳面に尋ねてくる。
　「Gynaという名前には慣れているから。変えなきゃいけないかも知れないけどね」と彼女の返答。「もちろん、そうならないかも知れないけど。つまり、“娼婦Gyna”っていう名前が私の墓に刻まれるってこと」
　「あなたの人生に〈華の祭典〉でのような事態が降り掛からないように、我々は万全を期するつもりです」Strale公は顔を顰めてみせる。「しかし、皇帝陛下の助力が無ければ、永遠に守り続けることは叶いません。唯一の根本的解決は、あなたを傷つけようとする輩を捕えること、そして、あなたが然るべき座に上ることです」
　「あなたは、私の話を信じてくれるの？」Brisienna嬢の方に顔を向けて、Gynaは尋ねる。
　「皇帝に仕えるエージェントの、そのHigh Rockでの長を務めて、もう何年にもなるけどね、あまり奇妙な話というのは聞いたこと無いわ。もしも、あなたのお友達の大使が調査を進めて確証を得ていなかったら、キチガイの戯言と思って完全に無視してしまったでしょうね」そうして笑うBrisiennaに、Gynaも釣られて微笑を浮かべてしまう。「でも、今は違うわ。あなたのこと、信じてるもの。きっと、今度は、私の方がキチガイに思われるでしょうけどね」
　「我々を助けてくれるのかね？」シンプルにStrale公は問う。
　「属州の王国での事情に干渉するというのは、これは厄介な仕事ね」Brisienna嬢は自分のジョッキの深さを思慮深げに調べてみせる。「皇帝その人からせっつかれるのでもないのなら、そんなお節介は止めとくのが一番だと分かるでしょうよ。この件で問題になっているのは、二十年前に起こった何とも遣り切れない暗殺事件、そして、その余波。自分に忠誠を誓う一千もの王国で起きる“お家騒動”の一々に皇帝が首を突っ込んでいたら、もっとTamrielを良くしようという仕事の一つも成し遂げられないでしょうね」
　「分かったわ」Gynaは呟いてみせる。「何もかも、私は誰であるとか、私の身に何が起こったとか、そういうことを覚えていても何の問題の解決にもならないのね。本当を言えば、またStrale公と会った時には、Camlornを出て Daggerfallの家に戻ろうと思っていたの。この冒険を始めたのは、彼なのよ。私ではなくて、ね。それに、私を連れ戻した時にも、私が望んでいたのは、従姉妹に会って自分の正体を告げること、それだけだったのよ。でも、彼は許してくれなかったわ」
　「それは危険すぎたのだよ」Straleは怒鳴ってみせる。「この陰謀の深さは、まだ我々には分かっていない。恐らく、これからも」
　「ごめんなさいね。私ってば、いつも短い質問に長ったらしい説明をしちゃうのよ。Strale公は私が助けるかどうかを尋ねた。だから、こう言葉を始めるべきだったのよ。“ええ”って」Strale公とGynaの表情が変わるのを見てBrisiennaは笑ってみせる。「助けるわよ、もちろん。でも、上手くいくための助けが欲しいなら、皇帝を満足させる二つのことを達成しなきゃいけないわよ。一つ、この謀略の真相を暴いて、誰が黒幕であるのか完全にハッキリとさせること。そのためには、怪しい奴をゲロさせなきゃ駄目よ」
　「そして、二つ」頷いてStrale公は言う。「この問題が陛下の熟慮に値すると証明すること。単なる一地方の取るに足らない事件ではないと」

　それから更に数時間、Strale公、Brisienna嬢、そしてGynaと自称する女は、その目標を達成するための方法を議論していた。何を為すべきかに関して合意が見られたところで、Brisienna嬢は協力者のProseccusを見つけるために出発していった。StraleとGynaは、Camlornを目指して西に出立していった。馬上の二人が森に入って間も無く、遥か前方から、馬を速がけさせる蹄のビートが聞こえてきた。Strale公は剣の鞘を払うと、馬を自分の後ろに付けるようGynaに目配せしてみせる。
　その瞬間、あらゆる方向から彼らは襲撃を受けた。待ち伏せだ。斧を手にした八人の男が、その身を伏せて待っていたのである。
　すかさずStrale公はGynaを馬上から引っ張り降ろして、自分の背後に回す。彼は両手を素早く動かして簡単な仕草をしてみせる。二人の周囲に炎の輪が実体化すると、それは外側に走って襲撃者たちを捉えていった。男たちは苦痛の呻きを上げながら、膝から崩折れていく。Strale公たちは手近な馬に飛び乗ると、フル・スピードで西の方へと速がけさせていった。
　「あなたのこと、魔法使いでなくて大使だと思っていたわ」Gynaは笑う。
　「まだ外交が役に立つ機会も在ると信じているがね」Strale公は返す。
街道で出くわす前に、その馬と乗り手の立てる物音が二人には聞こえていた。Gnorboothである。「御前、王宮つきの戦闘魔術師の奴です！　御主人様たち二人がUmbingtonに居ることを、奴に知られてしまいました！」
　「しかも、非常にアッサリと。そう付け加えるべきだろうな」Eryl公の声が森の中から轟いてきた。Gnorbooth、Gyna、Strale公は薄暗い木々の間に目を凝らすが、しかし、何も見つからない。その戦闘魔術師の声は、何処からも聞こえてくるようであり、何処からも聞こえてこないようである。
　「すみません、御前」Gnorboothは呻く。「出来るだけ急いで警告を送ろうとしていたのですが」
　「次に生まれ変わっても、きっと、そんな飲んだくれの与太話を真に受けてはいけないと覚えているだろうさ！」Eryl公は哄笑を上げると、一行を視野に収めて呪文を炸裂させた。
　Eryl公の指の先端から跳ね出た火球の明かりによって、Gnorboothは初めて彼の姿を認めた。その後でも、「このGnorboothとかいう愚か者は何を遣らかすつもりだろうか」とEryl公は自問することが可能であった。あるいは、Strale公のところに突進して、彼を火球の軌道から外に引っ張り出すだろうか。あるいは、破壊の軌道から逃れようとして、右に避けるべきところを、考え無しに左に避けてしまうだろうか。あるいは、見かけによらず、自分の身を呈して喜んで主人の命を救うだろうか。理由は何であれ、その結果は同じであるのだ。
　放たれた。
　魔力の爆発は夜を満たして、唸るような木霊は周囲１マイルの鳥たちを驚かして木々から飛び立たせる。Gnorboothと彼の馬が立っていた数フィート平方の空間には、ただ黒焦げの下生えを残して何も残っていない。彼らは蒸気よりも小さく擦り減ってしまったのである。GynaとStrale公は吹き飛ばされている。彼らの馬は、意識を取り戻すと全速力で駆け去ってしまった。爆裂魔法の光輝くオーラが未だ消え去らない中を、Strale公は真っ直ぐに森の中を、その戦闘魔術師の見開かれた眼を捉えていた。
　「くそったれ」そう言って、Strale公は走り出す。大使は颯爽と立ち上がり追跡を開始する。
　「あれは魔力の使い過ぎというものだったな。流石のお前にとっても」走りながらStrale公は言葉を投げる。「標的に防御の手立てが無いと確信できない限り、そんな範囲魔法を使うのは得策ではないと知らなかったのか？〔※１〕」
　「まさか……馬鹿な……」その悲嘆の声を終える暇も与えられない内に、背後から一撃を浴びせられたEryl公は森の湿った地面に倒れ伏したのである。
　「お前が何を考えていようと、そんなこと問題ではないのさ」そう落ち着いて言うと、Strale公は戦闘魔術師を仰向けにして、その両腕を自分の膝でもって地面に押さえ込む。「私は戦闘魔術師ではないがね、お前のチッポケな伏兵に余力を全て使うような真似をしないだけの知恵は在るのさ。これは、きっと、国の代理人が持つべき哲学の問題だろうな。どうも、私には保守的傾向が強いようでね」
　「どうする積もりだ？」弱々しげにEryl公は呟く。
　「Gnorbooth、彼は本当に良い奴だった。だから、私はお前を大いに苦しめようと思っている」大使が僅かに身じろぎすると、その両手は明るく輝き始めていく。「しかし、これは明らかだ。私が今から与える苦しみが如何ほどのものになるかは、お前が何を教えてくれるかに掛かっているということは。私は先のOloine公の話を聞きたいのだよ」
　「何を知りたい！？」Eryl公は絶叫を上げる。
　「何もかも」非常に優れた忍耐力を具えるStrale公は答えた。
　訳注
※１　ゲームのMorrowindでは、魔法をカスタマイズすることによって効果範囲を変更できる。当然ながら広範囲の魔法ほど魔力の消費は激しくなるため、そのような魔法に関しては慎重な使用が望まれるのである。
　「The Mystery of Princess Talara, Part Ⅳ」

　「Talara姫の謎」第四部

　著者：Mera Llykith
　皇帝のエージェントであるBrisienna嬢に、それからGynaが会うことは決して無かったけれど、彼女は約束を果たしていた。暗闘家〔nightblade〕として帝国に仕えるProseccusは、変装してStrale公の家を訪れたのである。Gynaは優れた生徒として、数日の内に、知っておく必要の在ることはProseccusから学んでしまった。
　「これは簡単な魅了の魔法です。とは言っても、荒れ狂うdaedrothを懐いた子犬に変えてしまうような魔法の類ではありません」Proseccusは言う。「普通は怒りや不快感を覚えるようなことを相手に言ったり行ったりするなら、この呪文の力は弱まってしまいます。これは幻影魔法の効力を発揮して、あなたに対する相手の知覚を一時的に変えてしまうものなのです。ですから、あなたに対する尊敬や賞賛の感情は、魔法に頼らない生まれつきの魅力によって補わねばなりません」
　「分かったわ」Gynaは微笑んで、二つの幻影魔法を教えてくれた先生に感謝する。その新しく見出したスキルを使う時が到来したのである。
　Camlornの娼婦ギルドの会館は、富裕区である街の北側に位置する豪華な邸宅である。Sylon王子は、目隠しされていても（しばしば、そうであるように）へべれけに酔っ払っていても、その辺りで道に迷うことは無い。しかし、今夜ばかりは、少しく酔っていただけであるのに、もう酒は止しにしようと心に決めたのである。今夜、彼は機嫌が良かった。どちらかと言えば。
　「俺のお気にのGrigiaちゃん、何処に居るんだい？」会館に入ると直ぐに、彼はギルドの女主人に娼婦を求める。
　「先週の御指名の時の傷を、まだ癒しているところですわ」女主人は穏やかに答えてみせる。「他の女の子も、ほとんど出払っちまってましてね。でも、抜群の娘を旦那のために取って置きましたよ。新しい子でしてね。きっと、楽しんで頂けるでしょうよ」
　ビロードと絹で豪勢に飾り立てられたスイート・ルームへと、王子は案内される。彼が部屋に入ってくると、Gynaは垂幕の陰から歩み出て、すばやく魔法を掛けてしまう。Proseccusが教えてくれたように、信念を入れるために心を空にして。最初は、魔法が効力を発揮しているかどうか、それを把握するのは困難であった。冷酷そうな微笑でもって彼女を見ていた王子だが、それから、あたかも太陽が雲間から覗くように、その冷たさは消え失せた。彼女には分かった、もう彼は自分のものである、と。彼はGynaに名を問う。
「今ちょうど、私は二つの名前の間に居るところなの」彼女は冗談めかして答える。「今まで、本当の王子様と恋に落ちるなんてことは無かったけど。それに、今まで、宮殿の中に入ることさえも。あなたのって、とっても……大きいのね？」
　「もう俺のじゃないさ」彼は肩を竦めてみせる。「でも、俺は何時か王になる男だよ」
　「宮殿みたいなところに住むだなんて、とても素晴らしいことでしょうね」Gynaは優しく囁く。「一千年もの歴史を積んで。あらゆるものが、すごく古めかしく美しいに違いなくて。絵画、書物、彫像、絨毯……。そんな年月を重ねた財宝を全て、あなたの家族が持っているのね？」
　「ああ、取るに足らない古ぼけた沢山のガラクタと一緒に、宝物庫の保管室の中に貯め込んであるよ。ねぇ、もう、君の一糸まとわぬ姿を見せてくれないかい？」

　「まずは、もう少し、お話を続けましょうよ。そうしたいのなら、いつでも脱いでもいいけどね」Gynaは言う。「その保管室の話は聞いたことが在るけど、でも厳重に隠されてあるのよね」
　「王家の地下聖堂の奥には、偽物の壁が在ってね」そう王子は言うと、彼女の腰を握って自分の方に引き寄せて、その唇を奪う。彼の瞳の中で、何かが変わった。
　「陛下、腕が痛いわ」Gynaは悲鳴を上げる。
　「お話は、もう充分だ。魔法を使ったな、この売女め！」彼は怒鳴りつける。激しい恐怖を押し込めながら、Gynaは心を冷静にして思考を次々に巡らしていく。その怒れる彼の唇がGynaのそれに触れようとする時に、幻影魔法の師より教わっていた、あの二番目の呪文を彼女は放っていた。

　王子は、自分の肉体が岩となってしまったのを感じた。彼は凍り付いたままで、自分の服を纏めて部屋を立ち去るGynaの姿を眺めていたのである。その麻痺は更に数分ばかり続くだけであるが、それだけの暇が在れば彼女には充分であるのだ。
Gyna とStrale公の言い付け通りに、すでに女主人は全員の娼婦と一緒に立ち去ってしまっていた。安全になったら戻るよう、言い含めてあるのだ。罠に引き込む役の報酬として、彼女は少しばかりの金貨さえも受け取らなかった。その言によれば、あの恐ろしく邪悪で残忍な王子によって、もう女の子たちの苦しむことが無くなるならば、それで充分であるのだ。
「ひどいガキね〔What a terrible boy〕」Strale公の家へと駆け急いでいるGynaは、外套の上からフードを被りながら思っていた。「あんなのは、絶対に王にならない方が良いわ」
　翌朝、様々な貴族や外交官と共にCamlornの国王と王妃は日課の謁見を行っていたが、そこに集まる人々は疎らである。玉座の間は、ほとんどガラガラである。それは、一日を始めるに当たって、ひどく面白くない有様である。陳情の合間には、二人は王者に相応しいような仕草でアクビをしていたものである。
　「飛び切り興味を惹かれる人達に何か在ったとでも言うのかしら？」王妃は呟く。「私の僕ちゃんは何処に？」
　「あいつから金を盗んだ売女を捜して、街の北の方で大暴れしているそうだよ」国王は愛情の込められた忍び笑いを漏らす。「大した奴じゃないか〔What a fine lad〕」
　「それで、あの王宮つきの戦闘魔術師は？」
　「デリケートな問題を扱わせるために遣わしておいた」国王は眉を寄せる。「しかし、もう一週間ちかくも前の話だというのに、まだ一言も報告を聞いておらん。少々、面倒でも」
　「きっと、そうよ。こんなに長く行ったきりなんてことは無いはずだもの」王妃は顔を顰める。「もしもの話だけど、あのゴロツキの魔法使いが私達を脅しに遣ってきたら、どうする積もり？　あなた、笑い事じゃないのよ。そういうことが在るから、High Rockの何処の王家でも、家来の魔術師を自分の近くから離さないでおくんですからね。悪い魔法から自分の宮廷を守るために。つい最近の、あの、お可愛そうな皇帝がやられた奴みたいなのからね」
　「奴さんときたら、お抱えの戦闘魔術師の手に掛かってな」彼はクスクスと笑ってみせる。
　「そんな風にEryl公が裏切るなんてことが無いのは、それは貴方も良く知っているでしょうね。あなたがOloine公だった頃から仕えているもの。彼とJagar Tharnなんて、まったく比べ物にはならないでしょうね」王妃は両手を振って、その考えを退けてみせる。「Tamriel全土の王国を滅ぼそうだなんて、本当に信じられない話よね。それで、Strale公が言っていたんだけどね――」
　「Strale公は行方をくらましてるからな、別の奴と間違えたんだろう」国王はボンヤリと空を見つめる。
　「大使が？」王妃は頭を振ってみせる。「いえ、彼は居たわよ。しつこく地下聖堂に入りたがって、王家の先祖たちにも敬意を払っているようだったからね、そこに案内してあげたのよ。あんなに長く入り浸っているだなんて、私には理解できないわ。きっと、思っていたより、信心深いのに違いないわね」
　そこで急に国王が立ち上がるのを見て、彼女はハッと驚いてしまった。「どうして、それを言わんのだ！」
　彼女が返答の暇を得る前に、その話題の主人公である当の本人が、開いた扉を抜けて玉座の間へと入ってきた。彼に手を取られているのは、最高位の貴族にのみ許された、緋と金の威厳あるガウンに身を包んでいる美しい金髪の女性であった。ビックリしたような夫の凝視が注がれる先を辿った王妃は、彼女も同じように驚いてしまった。
　「彼が〈華の祭典〉での娼婦――淑女ではなくてね――と付き合ってるというのは聞いてたけど」彼女は囁いてみせる。「まぁ、あの子ときたら、あなたの娘のJylliaと瓜二つじゃないの」
　「まったくだね」国王は喘ぎ喘ぎ言う。「さもなきゃ、従姉妹のTalara姫というところだ」
　その部屋に居合わせた貴族たちも、口々に囁き合っている。Talara姫が姿を消して、恐らく残りの王族と同様に殺害されてしまったであろう二十年前に宮廷に仕えていた者は数少なかったけれど、それでも、まだ事件を覚えている老年の大臣が少しばかり残っていた。玉座の上だけではなく、その「Talara」という言葉は魔法のように知れ渡っていった。
　「Strale公、そのレディを紹介して頂けるかしら？」上品な笑みを浮かべて王妃は尋ねる。
　「すぐにでも、そう致しましょう、陛下。しかし、まずは、差し迫った問題を話し合うべきだと思うのですが」一礼してからStrale公は答える。「内々の話を願えますでしょうか？」
　国王は帝国からの大使を見やって、その表情を読み取ろうとする。手の一振りで一同を部屋から払うと、彼らの背後で全ての扉を閉めさせた。謁見室には誰も残っていない、国王、王妃、大使、１ダースの国王親衛隊、そして謎めいた一人の女を除いては。
　大使は、そのポケットの中から、年月を重ねて黄ばんでしまった一束の羊皮紙を取り出す。「陛下、あなたの兄上と彼の家族が殺害されて、あなたは玉座に着くことになりました。その時に、重要に思われるもの、すなわち権利書と遺書は、言うまでもなく事務員と大臣によって引き継がれました。そして、まったくもって取るに足らない、重要ではないような彼の私信は、通常の慣例に倣って保管室に送られました。これは、その中に在った手紙です」
　「公爵、一体全体、何だと言うのだね？」国王は唸ってみせる。「それには何と？」
　「陛下、あなたについては何も書かれてありませんよ。実際のところ、あなたの即位の折には、これを読んでも、その重要性は誰にも理解できなかったでしょう。この皇帝に宛てられた手紙は、あなたの兄上である先王が暗殺の際に筆を取っていたものであり、ここCamlorn のSethiete神殿で一度は魔術師かつ僧侶として仕えていた一人の盗賊に関するものです。彼の名前は、Jagar Tharnです」

　「Jagar Tharnですって？」王妃は苛々しながら笑みを作ってみせる。「何だって、ここで彼の話を持ち出さなくてはならないのです？」、
　「Tharnは多数の書物を盗み出しました。それらには、今は忘れ去られた強大なる魔術、そして、〈混沌の杖〉のようなアーティファクトに関する知識が記されてありました。つまり、〈混沌の杖〉は何処に隠されてあり、それを如何にして用いればよいのかも記されてありました。ここ最西端のHigh Rockに在っては、知らせが届くまでには時間を要するものです。ですから、皇帝の新しい戦闘魔術師がJagar Tharnという男であること、それを先王が聞き及んだ時には、すでに多くの年月が過ぎ去っていました。その皇室つきの戦闘魔術師の背信を皇帝に警告するために、彼は手紙をしたためていました。しかし、それは決して完成には至らなかったのです」Strale公は、その手紙を掲げてみせる。「この日付は、３８５年の、彼の暗殺された当日になっています。すなわち、Jagar Tharnが自身の主人を裏切って皇帝に成りすまして十年に亘る独裁を開始した、その四年前のことなのです」
「それは非常に興味深い話だがね」国王は吠え立てる。「しかし、それが私と何の関係が在ると言うのだね？」
　「目下のところ、先王の暗殺は、帝国が関心を寄せる問題です。それに、あなたの王家に仕えるEryl公からも告白を頂戴しております」

　国王の顔面は蒼白になる。「この惨めったらしい芋虫めが！　ワシは誰の脅迫にも屈せんぞ。貴様も、その売女も、その手紙も、もう二度と陽の目を見れなくしてやろう。衛兵！」
　国王親衛隊の隊員たちは、抜刀すると前に歩み出てくる。その途端に、不意に微光が揺らめくと、Proseccusに率いられた帝国の暗闘家たちによって、玉座の間は埋め尽くされてしまっていた。数時間にも亘って、彼らは不可視の闇に身を潜ませていたのである。
「皇帝陛下Uriel Septim七世の御名に於いて、あなたを逮捕します」Strale公は言った。

　玉座の間に通ずる幾つもの扉が開き放たれて、うな垂れたままの国王と王妃が外に連れ出されていった。何処に行けば彼らの息子であるSylon王子を捕まえられそうであるか、それをGynaはProseccusに伝えておいた。謁見室に集まった廷臣と貴族たちは、国王と王妃が自身の王宮牢獄へと引き立てられる、その奇妙かつ粛々とした行進を見つめていた。誰も何も言葉を発さなかった。
　ついに一声が上がって、それが一同を飛び上がらせた。Jyllia嬢が宮廷に到着したのである。「何事です！？　国王と王妃の権威を誰が奪い去ってしまったと言うのです！？」
　Strale公はProseccusの方を向く。「我々はJyllia嬢にだけ真相を教える積もりです。何を為すべきか、分かっていますね？」
　Proseccusは頷くと、もう一度、玉座の間に通ずる扉を閉めさせた。廷臣たちは、その木製の扉に張り付いて、何もかもを耳に入れようと躍起になった。口には出せなかったけれど、ほとんどの人々は、彼らの仕える令嬢と同じくらいに説明を欲していたのである。
　「The Mystery of Princess Talara, Part Ⅴ　The Final Chapter and Solution」

　「Talara姫の謎」第五部　最終章と解決編
　著者：Mera Llykith
　「何の権利が在って、私のお父様を逮捕なさったのです！？」Jyllia嬢は叫ぶ。「お父様が何をしたと言うのです！？」
　「〈帝国によって任命される指揮官および大使〉〔Imperial Commanding Officer and Ambassador〕として私に認められるところの権限に基づいて、先のOloine公爵であるCamlorn国王を捕縛しました」Strale公は言う。「そして、属州の王国が有する如何なる権威にも優越するTamriel皇帝の法律が認める権利に基づいて」
　Gynaは前に進み出ると、Jylliaの腕に自分の手を重ねようとした。しかし、それは冷たく拒まれてしまう。静かに、いまやガランドウになった謁見室の、その玉座の足元にGynaは腰を据える。

　「この妙齢の女性が私のところに遣ってきた時には、すっかり彼女は記憶を取り戻していました。しかし、彼女が語ってくれた物語は全くもって信じがたいものでした。私にも、簡単には飲み込めない程に」Strale公は言う。「しかし、彼女の確信は強いものでしたから、私は調査を始めねばなりませんでした。そして、その物語を証だててくれるかも知れない、この宮殿で二十年前に働いていた人々の全員に聞き込みを行ってみました。もちろん、国王と王妃が殺害されて姫が行方不明になった当時にも、充分な調査は為されていました。しかし、今度は、別の質問をぶつけてみたのです。つまり、二人の幼い従姉妹、あなたと姫の関係についての質問です」
　「何度も何度も、みんなに言って聞かせたものよ。今までの人生で、その当時のことは何にも覚えてないって」涙を浮かべながらJylliaは答える。
　「それは知っています。あなたが恐ろしい虐殺を目撃したことも、それに、あなたと彼女の」Strale公はGynaの方を示してみせる。「記憶が失われてしまったことも、決して疑う積もりは在りません。どちらも、まったくの事実です。宮殿に居る召使や他の人達から聞いた話ですがね、その少女たちは何時でも一緒だったそうです。他に遊び友達も居なかったし、姫も両親の近くに居られたし、だから、いつも二人は一緒だったのです。暗殺者が王族を葬ろうと訪れた時には、国王と王妃は寝室に、その少女たちは玉座の間で遊んでいました」
　「記憶が戻った時は、まるで封のされた箱を開けるみたいだったわ」Gynaは重々しく語り始める。「何もかもハッキリと細かいところまで分かって、二十年前じゃなくて昨日のことのようだった。私は女帝で玉座に腰かけていて、あなたは高座の後ろに隠れていた。そこは、私が送り込んだ迷宮だったのよね。見たことの無い男が、王様のベッド・ルームから駆け込んできた。その剣は血に濡れていた。奴が私のところに来たものだから、命からがら走って逃げた。高座に向かって走り出したのを覚えているわ。でも、あなたの顔を、恐怖に凍り付いた顔を見て、あなたのところに奴を近づけちゃいけないと思って、それで、窓に向かって駆け出したのよ。
　以前は、ただ面白がって、二人で城の外側を登って遊んでいたものよね。絶壁にしがみ付いている時に思い出した最初の記憶の一つ、それが、このことだったわ。あなたと一緒に城壁を登っていると、下に居た王様が私を呼んで、どうやって降りたら良いか教えてくれたものよ。でも、その日は、しがみ付いていられなかった。あんまりにも、手足が震えていたからね。そのまま落ちた、川に向かって。
　自分の目撃した惨状だけによるものなのか、それとも、落下の衝撃と水の冷たさが加わったものなのか、それは分からない。でも、何れにせよ、私の心の何もかもが空っぽになってしまったのよ。ようやく川から上がった時には、もう何マイルも流されていて、すっかり自分が誰だか忘れていた。そして、そのままだった」Gynaは微笑を浮かべてみせる。「この今まで、ね」
　「それでは、あなたは、Talara姫なのね！？」Jylliaは声を上げる。
　「その前に、更に説明させて下さい。その疑問へのシンプルな回答に、あなたは本当に取り乱してしまうでしょうから。私のように、ね」Strale公は言う。「その暗殺者は、何とかして宮殿から逃れようとする前に捕えられました。実際のところ、そうなることは分かっていたのでしょうね。すぐに彼は王族の殺害を告白しました。彼が言うには、姫を窓から投げ捨て殺したのです。その下に居た召使は、彼女の叫び声を聞いていますし、何かが窓越しに落ちていくのを目撃しています。だから、その召使には、彼の話が本当だと分かったのです。
　数時間も経たない内に、幼かったJyllia嬢が、埃に塗れて恐怖に震えながら高座の裏に隠れているのを、彼女の乳母のRamkeが見つけました。その時には、まったく喋れなくなっていました。Ramkeは、あなたのことを、ひどく気に掛けていたのですよ」StraleはJylliaの方に頷いてみせる。「彼女は、あなたを今すぐにあなたの部屋に連れて行くよう言ってから、王族が殺害されたことを、そして、Oloine公の娘だけが暗殺を目撃しながら生き残ったことを、その彼に伝えました」
　「そのこと、少し思い出してきましたわ」訝りながらも、Jylliaは言う。「ベッドに横たわってRamkeに慰められているのを覚えています。ひどく頭が混乱して何も考えられなかった。まだ遊びの時間だったら良いのになぁ、そんなことばかり考えていました。不思議ですね。そして追い立てられるように例の施設に連れて行かれたことも、それも思い出しました」
　「すぐに何もかも戻ってくるわよ」Gynaは微笑する。「約束する。記憶が戻り始めた時は、私も、そんな風だったもの。一個の断片を捕まえれば、洪水が丸ごと押し寄せてくるわ」
　「そのようね」Jylliaは失望感を覚えてシクシクと泣き始める。「頭が混乱するようなことばかり思い出すの。いやよ、どうしてパパったら、連れて行かれる私のことを見ようとさえしていなかったの？　そのことでも、他のことでも、心配なんてしていなかったのね」
　「そんな時には、誰でも戸惑ってしまうものです。小さな女の子たちが酷く取り乱してしまうように。とりわけ、その女の子たちが、あなた方のような体験をした後では」Strale公は同情の念を浮かべる。「私の知るところでは、あなたの父上はRamkeから報を受けると直ぐに、Oloineの自分の宮殿を出発して、あなたが苦難から立ち直るまで私有の療養所に入れておくよう取り計らいました。それから、手勢の衛兵を使って、拷問によって暗殺者から情報を引き出そうとしたのです。私の聞くところによれば、公爵と彼の護衛兵を除いては、先程の告白を終えた後の暗殺者に会った者は居ませんでした。そして、公爵と彼の護衛兵を除いては、その暗殺者が逃げ出そうとして殺害された、その現場に居合わせた者は居ませんでした。思うに、これは非常に重要です。
　その場に居合わせていたらしいEryl公を詰問した折には、実際よりも証拠を持っているのだとハッタリを掛けなければなりませんでした。それは危険な賭けでしたが、望ましい反応が得られました。すでに私の知り得ていたことが、それが真相であると彼は遂に告白したのです」
　「暗殺者は、」そこで言葉を止めたStrale公は、渋々ながらJylliaの瞳を捉えて続けた。「後継者たる姫を含む王族を殺害するために、Oloine公爵が雇い入れたものでした。彼と、彼の子供たちが王冠を受け継ぐように」
　Jylliaは驚きの眼〔まなこ〕でStrale公を見つめる。「お父様が……」

　「聞くところでは、その暗殺者は、いちど公爵の下に拘留されて報酬が支払われてから、脱獄の手筈が調えられることになっていたそうです。しかし、その悪党は欲を張りすぎて更なる金をせしめようとしたのです。そのため、黙らせてしまった方が安上がりであると踏んだ公爵は、その場で彼を殺しました。そして、その男が誰かに真相を伝えることは決して無くなったのです」Strale公は肩を竦めてみせる。「しかし、不幸中の幸いというものです。それから数年の内に、あなたは療養所から戻ってきました。少女時代の記憶がスッポリと抜け落ちているという点を除いては、やや不安定ながらも普通の調子に戻って。その間に、先のOloine公爵は、Camlorn国王という兄の地位を手に入れていました。決して、ちょっとした計略というものではなかったのです」
　「ひどい」Jylliaは静かに呟く。「きっと、大忙しだったでしょうね。再婚して、新しい子供を持って。Ramkeだけだったわ、療養所の私を今まで訪ねてくれたのは」
　「もしも公爵がそうしていたら、」Gynaは言った。「この物語も大きく違ってきたのにね」

　「どういうこと？」Jylliaは尋ねる。

　「これは非常に驚くべきところですが」Strale公は言う。「Gynaが本当にTalara姫であるのか、それには長らく頭を悩ませてきました。彼女の記憶が戻って、それを私に教えてくれてから、私は幾つかの証拠を組み合わせてみました。次の事実を、よく考えてみて下さい。
　まったく異なる生活を二十年も送ってきても、今でも、あなた方ふたりは瓜二つです。ですから、馴染みの遊び友達だった少女の時分には、ほとんど見分けが付かなかったというものです。
　宮殿を訪れたことの無かった暗殺者は、その暗殺の際には、玉座の上の少女を一目みただけで彼女がターゲットであると考えました。
　Jylliaを見つけたRamkeという乳母は、気の動転しやすい、自分の世話する人間に対して狂信的とも言えるくらいの忠誠を寄せる人物です。この種の人間というものは、姿を消してしまったのが愛すべき幼子の方であるという可能性を、どうしても受け入れられません。その乳母は、Talara姫とJyllia嬢の両方を知っていた、療養所のあなたを訪ねてきた、それらの唯一の人間でした」
　「最後に、」Strale公は言った。「療養所から宮廷に戻った時には、五年の歳月が流れて、あなたは子供から妙齢の女性になっていたという事実を、よく考えてみて下さい。あなたの家族にとって、あなたの姿は懐かしいものであるけれど、当然ながら、必ずしも昔の記憶に一致するものではなかったのです」

「分からないわ！」その可哀想な少女は目を見開いて叫ぶ。何故なら、彼女は分かっていたからである。そこでは、猛々しい洪水となって、記憶は一遍に降ってきていた。

　「こういうことよ」その少女の従姉妹は、彼女を自分の両腕で抱きすくめる。「もう、私は自分が誰であるか知っているわ。私の本当の名前は、Jyllia Raze。あの逮捕された男が私の父親、あの暗殺された王様があなたの父親。そう、あなたがTalara姫なのよ」
